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平成２９年度 第１回 燕市国民健康保険運営協議会 会議録（要旨） 

 

 

１．日 時：平成２９年８月２４日（木） 午後１時３０分～午後２時３５分 

２．場 所：燕市役所  ３階 ３０１会議室 

３．次 第：（１）開会 

（２）会長あいさつ 

（３）副市長あいさつ 

       （４）議事録署名委員の選任    （髙橋委員） 

（５）議題 

① 平成２８年度燕市国民健康保険特別会計決算について 

② 平成２９年度燕市国民健康保険特別会計補正予算第１号について 

③ その他 

      （６）閉会 

４．出席委員：被保険者代表：大岩委員、今井委員、髙橋委員、亀倉委員 

       保険医・保険薬剤師代表：鈴木委員、野神委員、外石委員 

       公益代表：吉川委員、小澤委員 

       被用者保険等保険者代表：石垣委員 

５．欠席委員：保険医・保険薬剤師代表：篠原委員 

       公益代表：三浦委員、宮路委員 

被用者保険等保険者代表：齋藤委員、登坂委員 

                                                                          

６．事 務 局：南波副市長、髙野市民生活部長、小林健康福祉部長、金子健康福祉副部長、 

保険年金課：本間課長、服部課長補佐、梅田係長、平澤主任、桑原主事、 

税務課：荒木課長、涌井係長 収納課：吉田課長、健康づくり課：佐藤課長 

７．報道機関：三條新聞、越後ジャーナル 

８．傍 聴 者：なし 
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         次第１ 開会 

 

事務局 

皆様、こんにちは。それでは、定刻になりましたので、只今より、「国民健康保険運営協議会」

を始めさせていただきます。今日の進行役を務めさせていただきます、健康福祉部長の小林で

す。よろしくお願いいたします。 

それでは、次第を始める前に、新しい委員が就任されましたのでご紹介をさせていただきます。 

このたび、被用者保険等保険者代表である地方職員共済組合新潟県支部の川村様が人事異動に

伴い退任されましたので、その後任については、全国健康保険協会新潟支部のご推薦により、

地方職員共済組合新潟県支部の給付係長でおられます石垣恵理子様に委員の委嘱をさせていた

だきました。 

また、同じく被用者保険等保険者代表である新潟県農業団体健康保険組合の橋詰様が退任され

ましたので、その後任については、全国健康保険協会新潟支部のご推薦により、新潟県農業団

体健康保険組合の常務理事でおられます登坂文雄様に委員の委嘱をさせていただきました。 

委嘱日については、石垣委員が 4 月 1 日付け、また登坂委員が 8 月 1 日付けであり、任期は、

いずれも前任者の残任期間となりますので、平成 30年 7月 31日までとなります。 

それでは、石垣委員から自己紹介をお願いいたします。 

 

         （ 石垣委員自己紹介 ） 

 

大変ありがとうございました。 

石垣委員におかれましては、この国保運営協議会で、被用者保険等保険者の立場でご意見をい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、登坂委員につきましてはご都合により欠席であります。 

また、そのほかにも欠席のご連絡がありましたのでご報告をさせていただきます。 

今ほどの登坂委員のほかに、保険医・保険薬剤師代表の篠原委員、公益代表の三浦委員と宮路

委員、被用者保険等保険者代表の齋藤委員が欠席でございます。 

それでは、次第に沿って進めさせていただきますが、本日は、議題の終了後、一旦会議を閉じ

させていただき、引き続いて研修会を予定しております。すべての会議の終了は午後３時を予

定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

次に、次第の２、「会長あいさつ」でございます。 

小澤会長からご挨拶をお願いいたします。 

   

         （ 小澤会長あいさつ ） 

 

事務局 

ありがとうございました 
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続いて、次第の３、「副市長あいさつ」でございます。南波副市長からご挨拶を申し上げます。 

 

         （ 南波副市長あいさつ ） 

 

事務局 

ありがとうございました。 

なお、副市長につきましは、次の公務が入っておりますので、ここで退席とさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。  

 

         （ 副市長退席 ） 

 

事務局 

それでは次に、協議会及び会議録の取り扱いにつきまして申し上げます。本協議会は、公開を

原則とさせていただいております。なお、会議録の公開につきましては、発言委員の個人名は

公表いたしませんのでよろしくお願いいたします。 

 

続いて次第の４、「議事録署名委員の選任」についてですが、ここからは、議事の進行を小澤会

長からお願いいたします。 

 

会長 

それでは、早速、議事に入らせていただきます。 

  次第の４、「議事録署名委員の選任」でございますが、会長指名とさせていただきたいと思いま

すが、異議はございませんか。 

 

         （ 委員、異議なしの声 ） 

 

会長 

  それでは、異議なしと認め、議事録署名委員に「髙橋 委員」を指名いたします。 

  髙橋委員、よろしくお願いいたします。 

 

  次に次第の５、議題に移らせていただきます。 

  議題の①、平成 28年度燕市国民健康保険特別会計決算について事務局より説明願います。 

 

事務局 

＜資料の確認後、資料１・２により平成 28 年度燕市国民健康保険特別会計決算について報告、

説明＞ 

 

 



4 

 

会長 

  説明が終わりました。ご質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

 

委員 

  まず確認ですが、資料の 4 ページの左側に保険給付費の推移の表がありますが、ここで給付費

の左欄の＠は、一人一年当たりの医療費の単価でしょうか。割り算すれば給付費の絶対額にな

ると思うのですが、この単価と、次の 5 ページのグラフにある単価が違います。これは保険給

付費を人数で割ったものとは別の数字でしょうか。 

 

事務局 

  4ページは国保特別会計で保険給付としてお支払いをしている金額になりますし、5ページは医

療費ベースの金額になりますので、保険給付費は、お医者様からレセプト請求が連合会にあが

り、連合会からの請求を市にいただきますので、その支払ったお金が 4 ページの単価でござい

ます。これが、直接国保特別会計に影響する数字でございますので、こちらのほうが金額は少

なくなります。5ページは繰り返しになりますが、医療費ベースです。 

 

委員 

  自己負担を含めたレセプトのトータルですね。わかりました。 

それで、確かに 4 ページの表では単価が下がっておりますが、この影響だけですと、５億にい

かないのではないでしょうか。たとえば、決算のベースで一人 24万 9千円、それに被保険者の

減少が千人ほどありますから、そのことによる減の影響もかなりあるのではないでしょうか。 

2ページの下段に医療費高騰の収束により大幅に減少したためとあり、5億 5千万円程が、まる

まる医療費の高騰の収束のように読めるのですが、実はそうではなく、半分程が被保険者の減

少によるものではないか、ということが正確な理解だと思いますがいかがでしょうか。 

 

事局 

  おっしゃるとおりでございまして、表記が少し言葉足らずでございました。先ほどご質問いた

だきました一人当たり医療費で考えますと、医療費の高騰が収束したということがそのような

理由になるとは思うのですが、保険給付費全体からの減少の理由ということになりますと、お

っしゃるとおりでございまして、被保険者数がだいぶ減少しておりますので、その部分がだい

ぶ占めていると思います。 

 

委員 

  逆に言いますと、27～28 年度にかけては、健康保険の対象の規制が緩やかになり、そちらに移

行した人の影響もあるのではないかなと思います。被保険者数の減少の要因は、健康保険に移

行した人がこの年度に関してはあったからなのではないでしょうか。 
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事務局 

  先々日の医師会様の講演会でもお話させていただいたのですが、おっしゃるとおりでございま

して、この 27～28年度にかけて、減少幅が非常に大きくなっております。 

その理由の一つといたしまして、昨年の秋に、社会保険の適用範囲が拡大されました。今まで

社会保険に加入できなかった人は、そのまま国保にいらっしゃったのですが、その緩和により

まして、国民健康保険から社会保険という異動が多くなりました。その影響で国保の被保険者

数の減少率が大幅に上昇したということも、要因の一つだと思います。 

皆様ご存じのとおり、社会保険は別として、おそらく 2025年のいわゆる団塊の世代が、全て 75

歳到達する、後期高齢制度に入る頃までは減少幅は続くのではないかと考えております。 

 

委員 

  ありがとうござました。結論としては、28 年度は別の要因もありましたので、やはり医療費の

高騰さえ収まれば、財政的には楽になるのではないかと思います。単価に着目したり、いつ、

また医療費が高騰するのかを確認したりしながら、行動していく必要があるのかなと感じてお

ります。 

 

事務局 

  まさにおっしゃるとおりでございまして、先ほど副市長の話の中にもありましたが、今回はた

またま 27年度の医療費高騰にあわせて保険税を上げさせていただいたり、一般会計から初めて

繰り入れをさせていただいたりという状況がありますので、今回は保健事業の成果もあるのだ

と思います。しかし、保険給付費が下がったという状況は、今、医療費分析をしている中で健

診結果や、医療費の推移等を見ますと、まだまだ 27年度と同じことが起こらないとも限らない

状況が続く傾向も見られます。やはり保健事業を一生懸命やらないと上手くいかないと感じて

おります。また財源の使い道も含め、平成 30年度からの制度改正にあわせて、また協議させて

いただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

委員 

  ありがとうございました。 

 

会長 

  他に何かございませんでしょうか。 

  無いようでございますので、議題の①、平成 28年度燕市国民健康保険特別会計決算については、

ご了承いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

         （ 委員、異議なしの声 ） 

会長 

  それでは、議題の①、平成 28年度燕市国民健康保険特別会計決算については、ご了承というこ
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とにさせていただきます。ありがとうございます。 

  次に議題の②、平成 29年度燕市国民健康保険特別会計補正予算第 1号について、事務局より説

明願います。 

 

事務局 

  ＜資料３・４により平成 29年度燕市国民健康保険特別会計補正予算第 1号について報告、 

説明＞ 

 

会長 

  説明が終わりました。ご質疑、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

 

無いようでございますので、議題の②平成 29年度燕市国民健康保険特別会計補正予算第 1号に

ついてはご了承いただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

    

         （委員、異議なしの声） 

 

会長 

  それでは、議題の②、「平成 29 年度燕市国民健康保険特別会計補正予算第１号について」は、

ご了承ということにさせていただきます。 

 

  それでは、次に議題の③、その他について事務局の方でありましたらよろしくお願いします。 

事務局の方で無いようですので、委員の皆様の方で何かございましたらお願いいたします。 

それでは、無いようでございますので本日の議題につきましてはすべて終了します。ご協力い

ただきましてありがとうございました。それでは進行を事務局にお返しいたします。 

 

事務局 

  会長、議事の進行大変ありがとうございました。 

それではこれにて本日の国民健康保険運営協議会を閉会とさせていただきます。 

 

（閉会：午後２時３５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 


